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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成20年2月7日(2008.2.7)

【公開番号】特開2001-249198(P2001-249198A)
【公開日】平成13年9月14日(2001.9.14)
【出願番号】特願2000-392541(P2000-392541)
【国際特許分類】
   Ｇ２１Ｋ   4/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/61     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  14/06     (2006.01)
   Ｇ０１Ｔ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ２１Ｋ   4/00    　　　Ｍ
   Ｇ２１Ｋ   4/00    　　　Ｎ
   Ｃ０９Ｋ  11/02    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ  11/61    ＣＰＦ　
   Ｃ２３Ｃ  14/06    　　　Ｇ
   Ｇ０１Ｔ   1/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月18日(2007.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】
　ＸＲＤ－スペクトルをＴＥＳＴ　Ａに従って測定する時にＩ１００／Ｉ１１０≧１であ
るような強度Ｉ１００を有する（１００）回折線及び強度Ｉ１１０を有する（１１０）回
折線を有するＸＲＤ－スペクトルを示すことを特徴とする、アルカリ金属ハライド保存蛍
リン光体を含んでなる無結合剤保存蛍リン光体スクリーン。
　　【請求項２】
　Ｉ１００／Ｉ１１０≧５である請求項１に従う無結合剤保存蛍リン光体スクリーン。
　　【請求項３】
　－アルカリ金属ハライド保存蛍リン光体を準備し、
－該蛍リン光体を基質上に真空蒸着させる
段階を含んでなり、該真空蒸着の段階の間、該基質を５０℃≦Ｔ≦３００℃であるような
温度Ｔに保ち、該真空蒸着を最高で３ＰａのＡｒ－圧を有するＡｒ－雰囲気中で行うこと
を特徴とする請求項１又は２に記載の無結合剤保存蛍リン光体スクリーンの製造法。
　　【請求項４】
　－アルカリ金属ハライド保存蛍リン光体のための蛍リン光体前駆体を組合わせ、
－該蛍リン光体前駆体の組合わせを基質上に真空蒸着させる
段階を含んでなり、該真空蒸着の段階の間、該基質を５０℃≦Ｔ≦３００℃であるような
温度Ｔに保ち、該真空蒸着を最高で３ＰａのＡｒ－圧を有するＡｒ－雰囲気中で行うこと
を特徴とする請求項１又は２に記載の無結合剤保存蛍リン光体スクリーンの製造法。
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　　【請求項５】
　蛍リン光体がＣｓＸ：Ｅｕ刺激可能蛍リン光体であり、ここでＸはＢｒ及びＣｌよりな
る群から選ばれるハライドを示し：
－該ＣｓＸを、Ｘ’がＦ、Ｃｌ、Ｂｒ及びＩよりなる群から選ばれるメンバーであるＥｕ
Ｘ’２、ＥｕＸ’３及びＥｕＯＸ’よりなる群から選ばれる１０－３～５モル％のユウロ
ピウム化合物と混合し、
－該混合物を４５０℃より高い温度で焼成し、
－該混合物を冷却し、
－ＣｓＸ：Ｅｕ蛍リン光体を回収する
段階を含んでなる、請求項１又は２に記載の無結合剤保存蛍リン光体スクリーンの製造法
。
　　【請求項６】
　蛍リン光体がＣｓＸ：Ｅｕ刺激可能蛍リン光体であり、ここでＸはＢｒ及びＣｌよりな
る群から選ばれるハライドを示し、
－該ＣｓＸを、Ｘ’がＦ、Ｃｌ、Ｂｒ及びＩよりなる群から選ばれるハライドであるＥｕ
Ｘ’２、ＥｕＸ’３及びＥｕＯＸ’よりなる群から選ばれる１０－３～５モル％のユウロ
ピウム化合物と混合し、
－該混合物を蒸着のための条件下に置き、
－物理蒸着、熱蒸着、化学蒸着、電子ビーム蒸着、高周波蒸着及びパルストレーザー蒸着
よりなる群から選ばれる方法により該混合物を基質上に蒸着させる
段階を含んでなる、請求項１又は２に記載の無結合剤保存蛍リン光体スクリーンの製造法
。
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